事 務 連 絡
平成27年9月 ７日
関係者 各位
関東東海北陸農業試験研究推進会議

関東東海・土壌肥料部会長　加藤　直人
平成27年度 関東東海北陸農業試験研究推進会議　関東東海・土壌肥料部会の開催について

標記会議の開催については別途公文でお知らせいたしますが、関係者各位のご出席と資料作成をお願いいたします。
記

１.開催日時：平成27年11月17日(火)13:00～11月18日(水)11:00(予定)
２.開催場所：農研機構 中央農業総合研究センター第一研究本館1階大会議室
３.議事次第

挨　拶








１３：００－１３：１０
１）重点検討事項　「転作大豆の低収要因と対策」   
  

         １３：１０－１４：００

「大豆多収阻害要因の診断法及び対策技術の開発プロジェクトの概要（仮題）」


話題提供者　農研機構 中央農業総合研究センター 土壌肥料研究領域　新良 力也

「航空写真を用いた大規模水田輪作地帯における地力ムラの把握とその要因（仮題）」



話題提供者　農研機構 中央農業総合研究センター 土壌肥料研究領域　渕山 律子
２）地域研究・普及連絡会議で取り上げられた国が推進すべき技術的課題に関する検討
１４：００－１４：４５
休　憩







１４：４５－１５：００
３）都県・国立研究開発法人の研究成果について紹介



１５：００－１６：００

部会としての「イチオシ」の成果を検討（農業技術200Xの推薦候補）

４）分野における研究情勢に関する意見交換




１６：００－１７：００

５）その他







１７：００－１７：１５
４．提出資料、締め切り日

１）研究成果
議事の３）研究成果の紹介に使用します。説明時間が限られている（質疑を含めて5分以内/各都県）ことにご留意ください。特定の様式を定めませんが、以前までの研究成果情報のような資料が検討しやすいかと考えております（Ａ４縦置きで余白を各々25mm以上）。

※平成２６年度にまとめられた研究成果が中心となりますが、それ以前または以後の成果であっても、農業技術200Xとして普及すべき候補となる研究成果は対象とします。
２）都県における研究情勢
特定の様式は定めません（Ａ４縦置きで余白を各々25mm以上）。

※都県において実施中の課題、今後推進すべき研究問題、その他 研究情勢などをお示しください。

３）部会に対する要望事項
特定の様式はありません（Ａ４縦置きで余白を各々25mm以上）。

資料は、１１月6日（金）午後5時まで（必着）に部会事務局 浦嶋宛(yura@affrc.go.jp )にメール添付ファイルにて提出してください。

５．会議・情報交換会参加、及び宿泊申し込み
添付する「関東東海土肥(参加宿泊申込書)」に必要事項を記入し、１１月4日（水）午後５時まで（必着）に部会事務局 浦嶋宛(yura@affrc.go.jp )に提出ください。

○情報交換会について

日　時：１１月１７（火）１７：４５～１９：３０（予定）
場　所：筑波事務所共同利用施設食堂

参加費：３，０００円

○研修宿泊棟について

研究宿泊棟についての詳細は、農林水産省農林水産技術会議事務局筑波事務所の研修生宿泊施設のホームページ（http://sto.affrc.go.jp/communal/syukuhaku）をご覧ください。また、宿泊棟に関しては、中央農研交流チーム担当者（kouryu-narc@ml.affrc.go.jp ）へお問い合わせいただくことも可能です。
６.部会事務局
中央農業総合研究センター　土壌肥料研究領域　浦嶋泰文
〒305-8666　つくば市観音台3-1-1
TEL：029-838-8827　FAX：029-838-8837

E-mail：yura@affrc.go.jp 
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